













































































































































































奇しくも，今年は 15周年に当たります。 5周年， 10周年， 15周年，その節
目にこういう形でみなさんの前で話ができる機会を頂いた，これも縁かなとい
うふうに思います。




















































































































































































































自動運転のレベルに触れておきますけれども，実は 2年前までは， レベル 1,
2, 3, 4という 4段階で説明していましたが，今は 5段階で説明するのが国際
甚準です。加速，操舵，制御の一つの機能または複数の機能がバラバラに作動















































































































































































































































































































面はレベル 1• 2• 3をやろうと。①自家用車でいうならば，一般道路はレベル
2, すでにやってるわけですね。これを高速道路に限ってはレベル 3を認める。
②次に，物流については高速道路でトラックの隊列走行を実現する。つまり，











































































































































































広報2) 先端数理科学インスティチュートとの合同シンポジウム (12月 14
日）於・アカデミーホール
もうひとつは来月 12月 14日に，先端数理科学インスティチュートという人
工知能や数学をやっている最先端の数理科学研究所と自動運転社会総合研究所
のコラボで学術シンポジウムをやります。特に明治ロースクールの卒業生のチー
ムでやった， レベル 4の自動運転車をめぐる模擬裁判をベースに，パネルディ
スカッションを行います。これも一般公開ですので，ぜひ皆さんにご参加いた
だければうれしいなと思っております。
今月のアカフェスと来月のシンポジウムでは，我々の自動運転社会総合研究
所の「総合」という看板がどんどん広がって，車の自動運転から，船の自動運
転にも射程を広げています。 1期生の柴山将ーくんが今その研究を進めている
ところであります。さらに，我々のチームに関与している JA共済の総合研究
所が ]AXAとの共同研究で月面農場を計画しています。月面に最近氷が見つ
かった，氷を解かすとそこで水耕栽培ができる。そこでとれた野菜など作物を
宇宙ステーションの人たちの食料にする。これは夢みたいな話なんですが，今
年の国家プロジェクトの中に採用されました。そこでは当然，遠隔操作による
高度な自動運転技術が必要になります。そういう形で，青臭いですが，我々の
研究所は夢をもって進んでいこうと考えています。テレビのコマーシャルで言っ
ています，「人間は想像できることはいつか実現する」。月面農場を含めて，そ
ういう夢を掲げていれば，次の世代が引き継ぎ，次の若い世代を育て，いつか
行き着いてくれるのではないかと期待しています。今週はなんと，岡山県立操
山中学校（中高一貫校）の 3年生4人が， 自動運転に関心を持って卒業論文を
書いているそうで，法律はとうなっているのか知りたいと私の研究所にインタ
ビューに来ました。大歓迎しました。この中から将来の素晴らしい研究者が育
つかもしれない。少なくともその可能性はあるんです。
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7. めいじろうの雛たちへ
夢を持とう。 翼を広げ，大空にはばたけ！
彼らと同じく，皆さんには大きく可能性が開かれている。夢をもって，そし
て飛び立ってほしい。夢を持とう。翼を広げ，大空にはばたけ！
最後になりました。始めに約束した通り，ここで皆さんへの応援歌を歌いま
す。
「この大空に翼を広げ飛んで行きたいよ～，
悲しみのない自由な空へ，翼はためかせ～行きたい~1'n」
かの名曲「翼をください」の 1節です。これが皆さんに向けた応援歌です。
ご清聴ありがとうございました。
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